
※「はらまち九条の会』は、超党派の自由な市民のゆるやかな会で、匿名でもけつこうです。
現在の会員413名。さらに会員を募集中です。年会費千円をお願いしています。
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哩撫鰭驍雰灘駕塞鍾鴻磯晨韻曇
く要項>の報告や会計は原案通り承認されました。■事前に
1件だけ「年会費なしの準会員を作ってはどうか」とい
う意見がありましたが、事務局では「混乱するので、現
行の会員だけにしたい。会費は無理には徴収していませ
ん」とお答えしました。■2時からの｢蓮池透さん講演会」
には、宮城県や福島市、相馬市、いわき市など遠くからの来
場も多<1 30名の入場者でした。一言ごと噛みしめるよう
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1．はじめに

2002年9月17日小泉首帽(当陶丈隔潮し《j側鮮に

よる日本人拉致が白日のもとに晒されてから7年浦聡過した。

その間、拉致被害者5人とその家族が帰国・来日した以外､拉

致問題は膠着状態であり、何の進展もない｡被害者の帰国を一

日千秋の思いで待っている私たちは､ただ年齢を重ねただけで

あり、その苦しみや悲しみは年々増大し､もはや限界に達しよ

うとじている｡非常に残錨まりないことである。
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2．政権交代
その時間の流れの中、政治の世界には大きな変化が到来

した。すなわち自民党から民主党への政権交代である。様
々な分野で自民党政権との対立軸を明確にしている民主党

政権であるが、果たして長期間に亘って停滞を続けている
対北朝鮮外交ではどのような政策を執るのか注目してい

一一

た。しかし、残念ながら政権交代から半年以上経過した現 ③拉致問題にっては、昨年合意したとおり速やかに
時点において旧態依然としたもののようである。 全面的な調査を開始する等の、北朝鮮による前向

きな行動が日朝関係進展の糸口になり、北朝鮮に

3・鳩山首相の国連演説 よる前向きかつ誠意ある行動があれば、日本とし
一方、鳩山首相は2009年9月24日国連総会の一般 ても前向きに対応する用意がある。

演説で北朝鮮問題について演説し、概要は以下の通り。 この内容についてはほぼ共感できるものであるが－部不満

①瀞;鑑蝋鰯灘皇牒鰯霧繍皇鬮職駕蹴若土濤縦協議を通じて朝鮮半島の非核化に努力する。

'②灘鱸鍬纈霞､懸蓋蝋蔑一辮職驫菫謡鰯屋壱差雛驚雲菫
もって精算し国交正常化を図る。 である。また⑧であたかもボールは、（裏面につづく）

’

九条は局きち



北朝鮮側にあるような発言をしているが、これには
異論がある。昨年の合意は、同時行動が原則だっ
たはずであり、現状では日本側が先に行動の意思表
示をし、北朝鮮の同時行動を促すべきである。すな
わちボールは日本側にあると思うのである。
翻って、では鳩山首相はなぜこの演説の内容を日
本国民に向けて発信しないのであろうか。所信表
明演説や施政方針演説でもこれらがすべて明確に
されることはなかった。

を少しでも沈訓こさせ、国交正常化につなげようとする政治決
言。ここにも5人の人権に対する配慮などない。完全に帰国
させるのではなく、性懲りもなく被害者を利用する不都合な
約束があった。このような決言など実現する訳はない。
第三は、「小泉再訪朝」である。5人の家族の帰国・来日
により拉致問題の進展を世間に訴え、国交正常化を図ろう
とした。しかし、これも失敗に終わる。
最後は、横田めぐみさんの偽遺骨問題である。めぐみさ

'艀壱諦無繍溌:珊蕊雲鑑黙
どころか日本の世論はますます北批判に傾いた。
こうして、4回の政治決言、すなわち拙速な国交正常化

策はことごとく失敗に終わり、いずれも日本政府が北朝鮮
との約束を反故にする形となった。それ以来、北朝鮮は日
本政府を相手にせず、拉致問題は終わったとして、両者の
間に長い膠言状態が続くこととなったのである。昨年よう
やく日朝協議が行われ、調査委員会設置と制裁緩和の同時
行動が合意されたが、それも実現しなかった。

6･鳩山政権のあるべき姿
今後、鳩山政権にとって4回の政治決着の失敗という現実

から学ぶべきものがあると思う。なぜ、北朝鮮は怒っているの

か、何を望んでいるのか良く考えて欲しいのである。そして、j
日本は何をするべきなのか、理性的にそして戦略的に知恵を絞・

ってもらいたい。
原則論を貫き、制裁路線にこだわっていたならば身動
きが取れなくなる。甘いと言われても、対話路線の模索
は必要である。かなる民族が相手であろうと対話と交渉
なくして和解はない。鳩山首相の国連演説にある北朝鮮
の調査委員会の設置を、日本の制裁緩和と同時に行動し、
それを糸□とすべきである。
そして、日朝平壌宣言の履行につなげていく。「過去の清
算」を巡る左右の不毛な議論に関わりたくはないが、日朝
平壌宣言にはっきりと誼われている。これも鳩山首相の国
連での演説にあるように、日本政府としての公式な見解な
のである。そうであるならば、「過去の清算」を具体化して
準備し、堂々と行動する姿勢を提示することにより、北朝
鮮の同時行動を求めていくべきではないだろうか。

4J駐裳I窪至轆言辮年雛篁莞鑪
が執ってきた対北朝鮮政策を検証・総括する必要があ
る。なぜ膠着状態が続いているのか。糺すべきところ
は糺すべきである。北朝鮮は、「自民党政権は倒れて当
然」という趣旨の発言をしていた。（とはいえ民主党政
権支持とは言っていないが)。これは対北朝鮮政策につ
いて、従来とは異なる方向へ大きく舵を切る最大かつ
唯一のチャンスであると考える。

5”7年間の分析
（1）経済制裁の有効性 北朝鮮がなぜ日本
を相手にしないのか、何を怒っているのか、北朝鮮の視点
に立ってよく考えてみる必要もある。その背景をこの7年
間を振り返る形で自分なりに分析してみたいと思う。
5人の被害者とその家族が帰国・来日して以降、日

本政府が執った政策は経済制裁であった。私は、それ
も一つの手段と考えていた。ただし、経済制裁は平和
的解決と武力行使の間にある手段であり、戦争をし
ないわが国にとっては最後の手段である。しかるに、
実行するに当たっては、被害者の救出につながるよう
な戦略的なものであるべき、と主張してきたつもりで
ある。つまり、どのような動機付けで、シナリオであ
るいはメカニズムで被害者が救出されるのか、知恵を絞っ
た上での制裁である。
ところが、実際に制裁は行われたが、それは2006年
のミサイル発射と核実験が発端であり、拉致問題に関
しては後付けであったと言える。そこに、私の言う戦略が
あったかといえば全くない。やみくもな経済制裁は、北朝
鮮の感情を悪化させ彼らの結束を固めるだけで被害者
の救出にはつながらない。当時の日本政府がそれでも経
済制裁にこだわった理由は、拉致問題に対する基本姿勢
が「逃げ」であったからだと思う。被害者家族らの言う
とおりに経済制裁を実行したということを言い訳にし
て、ダフで面倒な交渉を回避し、机上で指示できる経済
制裁に逃げていたのである。また、日本国内向けのパフォ
ーマンスともいえ、まさに思考停止状態である。

へ

7。みなさん、発信をお願いします
最後に皆さんにお願いしたいことは、拉致問題解決のた

めに担当者や世論喚起のために“発信”していただきたい。
多くの人からの要望があれば、放置するわけにいかず、動
きます。具体的な発信先は次のようなところです。
◎首相官邸H P (mail可）

◎内閣官房拉致問題対策本部(mail可）
◎民主党本部 ◎外務省北東アジア課
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（2）4回の政治決着 2002年9月17日に遡
るが、この日以降日朝間で4回の拉致問題の政治決着
が企てられ、すべて日本側が裏切る形で失敗に終わり、
日朝関係はもつれてしまったと私は考えている。

口講演終了後､6人の方々(特に福島市や相馬市の
方)から熱心な質問や､感謝のことばがありました。
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Oこのレジメは､蓮池さんから送られてきたものをそのまま
打ち直し､＜7＞だけを付け加えました。ご本人
の希望で､録音やビデオ撮影は遠慮いたしました。

O講演では､弟薫さんが拉致された時の具体的な様子や、
帰国後の政府や世間の人々の身勝手さ､現在の生活の
苦悩の状況などもお話され､政府公表やマスコミの一面
的な報道に霜されてはいけないと実感しました。

O最後に『職を賭し退路を断って拉致を解決する強い意志

の政治家の出現を願っている｣との訴えが印象的でした。

第一は、2002年9月17日その日に行われたことで
ある。金正日総書記が拉致を認めて謝罪すれば、国交を正常
化できる。そのような水面下での日朝密約があったものと想
像できる。国交正常化を急ぐあまり、拉致問題を早く排除
したかった。そのため日本政府は「5人生存、8人死亡」
という情報を既成事実化しようとした。「お上」が家族に
「死亡宣告」するという、稚拙な方法で。そこには拉致被
害者の、人権、人格、尊厳に対する配慮が全くない非情な｜
ものであった。日朝平壌宣言は締結されたが､「8人死亡」
のシナリオが成立するはずはなく失敗に終わった。
第二は、5人の被害者の「一時帰国」である。被害者の
生存をアピールし、大きく盛り上がった北批判の日本世論 ’
口蓮池さんから｢皆さんが静かに聞いてくださり感激し､大きな力をいただきました｣とﾒｰﾙが届いています。


